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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第28期

中間連結会計期間
第29期

中間連結会計期間
第28期

会計期間
自2025年４月１日
至2025年９月30日

自2026年４月１日
至2026年９月30日

自2025年４月１日
至2026年３月31日

売上高 （千円） 3,329,310 3,402,024 6,880,064

経常利益 （千円） 132,946 208,510 442,864

親会社株主に帰属する中間純利益又

は親会社株主に帰属する当期純損失

（△）

（千円） 100,188 125,296 △81,105

中間包括利益又は包括利益 （千円） 102,247 124,975 △78,352

純資産額 （千円） 1,824,652 1,742,547 1,660,072

総資産額 （千円） 3,809,466 3,571,550 3,773,987

１株当たり中間純利益又は１株当た

り当期純損失（△）
（円） 35.60 44.22 △28.74

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） 35.39 43.79 －

自己資本比率 （％） 46.9 47.7 43.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 343,254 243,802 410,436

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △173,846 △78,045 △248,617

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △106,996 △108,772 △157,370

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（千円） 1,427,866 1,426,889 1,369,905

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第28期における潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり

当期純損失であるため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、個人消費や設備投資が持ち直しつ

つある中、緩やかな回復が続くことが期待されています。一方で、海外景気の下振れがわが国の景気を下押しする

リスク、物価上昇、金融資本市場の変動等の影響に注意が必要と思われます。

　このような状況の下、当社グループはテクノロジーを基盤として、バーチャレクス・コンサルティングはＣＲＭ

をビジネスのドメインに、タイムインターメディアはＷｅｂ、文教・教育、ＡＩなどをビジネスのフィールドとし

て、当社グループの持つコンサルティング、テクノロジー、オペレーションのケイパビリティを融合させ、ワンス

トップ伴走型でトータルな支援を継続して行ってきました。

　その結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高3,402,024千円（前年同期比2.2％増）、営業利益214,079千円

（前年同期比110.5％増）、経常利益208,510千円（前年同期比56.8％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

125,296千円（前年同期比25.1％増）となりました。

 

　セグメントの業績は以下のとおりです。

　ＩＴ＆コンサルティング事業は、第１四半期から稼働率が堅調に推移するとともに、成長戦略と位置付けるＡＩ

を中核としたサービス・事業展開も順調に拡大しております。

　その結果、売上高は2,069,114千円（前年同期比9.8％増）、セグメント利益は511,647千円（前年同期比26.4％

増）となりました。

　アウトソーシング事業は、旧来型案件の一部で顧客都合による契約縮小等が発生したため前年同期比で減収減益

となりました。一方で、ＡＩコールセンター受託に向けた体制整備は進みつつあります。

　その結果、売上高は1,332,909千円（前年同期比7.7％減）、セグメント利益は242,842千円（前年同期比5.9％

減）となりました。

 

②財政状態

（資産の部）

　当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より202,437千円減少し、3,571,550千円となりま

した。これは主に、ソフトウエア仮勘定が74,077千円増加した一方で、受取手形、売掛金及び契約資産が276,294

千円減少したこと等によるものであります。

 

（負債の部）

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末より284,912千円減少し、1,829,002千円となりま

した。これは主に、前受金が84,625千円増加した一方で、未払金が89,106千円、未払消費税等が150,682千円減少

したこと等によるものであります。
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（純資産の部）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、親会社株主に帰属する中間純利益125,296千円を計上したこと、

配当金の支払により42,499千円減少したこと等により、前連結会計年度末より82,475千円増加し1,742,547千円と

なりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比べ56,984千

円増加し、中間期末残高は1,426,889千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得た資金は、243,802千円（前年同期は343,254千円の収入）であります。これは主に、税金等調

整前中間純利益208,510千円の計上、売上債権の減少額276,294千円による資金の増加があったこと等によるもので

あります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、78,045千円（前年同期は173,846千円の支出）であります。これは主に、無形

固定資産の取得による支出74,077千円があったこと等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、108,772千円（前年同期は106,996千円の支出）であります。これは主に、配当

金の支払額42,412千円、長期借入金の返済による支出66,360千円があったこと等によるものであります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額はありません。

　当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,980,000

計 10,980,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2026年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,009,553 3,009,553
東京証券取引所

（グロース市場）
単元株式数100株

計 3,009,553 3,009,553 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2026年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2026年４月１日～

2026年９月30日
－ 3,009,553 － 619,594 － 323,148
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（５）【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

シンプレクス株式会社 東京都港区虎ノ門１-23-１ 438,900 15.49

丸山栄樹 東京都調布市 316,500 11.17

ＳＢＳホールディングス株式会社 東京都新宿区西新宿８-17-１ 107,900 3.81

バーチャレクス従業員持株会 東京都港区虎ノ門４-３-13 103,600 3.66

黒田勝 東京都調布市 75,000 2.65

大川真美 大阪府大阪市天王寺区 55,000 1.94

ボンズテック株式会社 東京都港区愛宕１-３-４ 47,000 1.66

株式会社ＳＩＭＰＬＥＸ 東京都千代田区丸の内１-５-１ 36,000 1.27

丸山勇人 東京都多摩市 31,300 1.10

小林知巳 東京都目黒区 30,000 1.06

計 － 1,241,200 43.81

（注）　当社は自己株式176,229株を保有しておりますが、上記「大株主の状況」から除いております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 176,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,831,700 28,317 単元株式数100株

単元未満株式 普通株式 1,653 － －

発行済株式総数  3,009,553 － －

総株主の議決権  － 28,317 －

 

②【自己株式等】

    2026年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

バーチャレクス・

ホールディングス

株式会社

東京都港区虎ノ門

四丁目３番13号
176,200 － 176,200 5.85

計 － 176,200 － 176,200 5.85

（注）　上記のほか、単元未満株式が29株あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」の

欄に含まれております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,369,905 1,426,889

受取手形、売掛金及び契約資産 1,351,801 1,075,506

仕掛品 812 1,615

前払費用 160,066 151,589

その他 6,393 11,078

流動資産合計 2,888,980 2,666,679

固定資産   

有形固定資産 75,622 69,166

無形固定資産   

ソフトウエア 116,095 72,923

ソフトウエア仮勘定 286,183 360,260

電話加入権 3,820 3,820

無形固定資産合計 406,099 437,005

投資その他の資産   

投資有価証券 156,788 155,069

その他 251,410 248,543

貸倒引当金 △4,914 △4,914

投資その他の資産合計 403,284 398,698

固定資産合計 885,006 904,870

資産合計 3,773,987 3,571,550

負債の部   

流動負債   

買掛金 152,247 101,768

短期借入金 500,000 500,000

１年内返済予定の長期借入金 127,720 112,720

未払金 326,832 237,725

未払費用 68,415 76,501

未払法人税等 83,721 86,418

未払消費税等 198,562 47,879

未払事業所税 6,493 3,246

前受金 99,651 184,277

預り金 53,494 46,920

賞与引当金 208,125 194,401

流動負債合計 1,825,263 1,591,859

固定負債   

長期借入金 276,920 225,560

その他 11,731 11,583

固定負債合計 288,651 237,143

負債合計 2,113,914 1,829,002
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 619,594 619,594

資本剰余金 323,148 323,148

利益剰余金 804,903 887,699

自己株式 △155,289 △155,289

株主資本合計 1,592,358 1,675,154

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 30,342 30,021

その他の包括利益累計額合計 30,342 30,021

新株予約権 37,372 37,372

純資産合計 1,660,072 1,742,547

負債純資産合計 3,773,987 3,571,550
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 3,329,310 3,402,024

売上原価 2,537,010 2,504,870

売上総利益 792,300 897,153

販売費及び一般管理費 ※ 690,597 ※ 683,073

営業利益 101,702 214,079

営業外収益   

受取利息及び配当金 1,129 2,189

助成金収入 8,315 603

投資事業組合運用益 26,774 －

業務受託料 1,259 804

その他 407 601

営業外収益合計 37,886 4,197

営業外費用   

支払利息 6,192 7,277

投資事業組合運用損 － 1,577

支払手数料 450 450

その他 － 461

営業外費用合計 6,642 9,766

経常利益 132,946 208,510

特別利益   

固定資産売却益 2,439 －

新株予約権戻入益 10,071 －

特別利益合計 12,511 －

税金等調整前中間純利益 145,457 208,510

法人税等 45,269 83,214

中間純利益 100,188 125,296

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 100,188 125,296
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 100,188 125,296

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,059 △321

その他の包括利益合計 2,059 △321

中間包括利益 102,247 124,975

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 102,247 124,975

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 145,457 208,510

減価償却費 57,952 53,118

新株予約権戻入益 △10,071 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △28,195 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,008 △13,724

受注損失引当金の増減額（△は減少） △10,660 －

受取利息及び受取配当金 △1,129 △2,189

支払利息 6,192 7,277

支払手数料 450 450

投資事業組合運用損益（△は益） △26,774 1,577

売上債権の増減額（△は増加） 243,391 276,294

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,452 △802

仕入債務の増減額（△は減少） △36,331 △50,478

未払消費税等の増減額（△は減少） 42,214 △150,682

預り金の増減額（△は減少） 2,970 △6,573

その他 35,713 6,894

小計 440,639 329,673

利息及び配当金の受取額 1,129 2,189

利息の支払額 △6,192 △7,277

手数料の支払額 △450 △450

法人税等の支払額 △91,872 △80,333

営業活動によるキャッシュ・フロー 343,254 243,802

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,620 △3,490

無形固定資産の取得による支出 △76,516 △74,077

投資有価証券の取得による支出 △100,322 △327

投資事業組合からの分配による収入 14,492 －

敷金及び保証金の差入による支出 △1,168 －

保険積立金の積立による支出 △149 △149

その他 2,439 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △173,846 △78,045

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △66,360 △66,360

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,438 －

配当金の支払額 △42,074 △42,412

財務活動によるキャッシュ・フロー △106,996 △108,772

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 62,410 56,984

現金及び現金同等物の期首残高 1,365,456 1,369,905

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,427,866 ※ 1,426,889
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前中

間純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

 

（表示方法の変更）

（中間連結損益計算書）

　前中間連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「業務受託料」は、金額

的重要性が増したため、当中間連結会計期間より独立掲記しております。

　この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前中間連結会計期間の中間連結損益計算書において、営業外収益の「その他」に表示していた

1,666千円は、「業務受託料」1,259千円及び「その他」407千円に組み替えております。

 

 

EDINET提出書類

バーチャレクス・ホールディングス株式会社(E32203)

半期報告書

14/22



（中間連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
　　至 2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年４月１日
　　至 2026年９月30日）

役員報酬 86,745千円 87,745千円

給料 191,051 158,349

賃借料 47,939 46,822

賞与引当金繰入額 34,158 25,783

貸倒引当金繰入額 △28,195 －

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年９月30日）

現金及び預金勘定 1,427,866千円 1,426,889千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,427,866 1,426,889

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日

定時株主総会
普通株式 42 15 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月25日

定時株主総会
普通株式 42 15 2026年３月31日 2026年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシン
グ事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,885,174 1,444,136 3,329,310 3,329,310

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 1,885,174 1,444,136 3,329,310 3,329,310

セグメント利益 404,921 258,157 663,078 663,078

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 663,078

全社費用（注） △561,376

中間連結損益計算書の営業利益 101,702

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシン
グ事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 2,069,114 1,332,909 3,402,024 3,402,024

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 2,069,114 1,332,909 3,402,024 3,402,024

セグメント利益 511,647 242,842 754,490 754,490

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 754,490

全社費用（注） △540,410

中間連結損益計算書の営業利益 214,079

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（収益認識関係）

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシング事
業

計

一時点で移転される財 34,133 － 34,133 34,133

一定の期間にわたり移
転される財

1,851,040 1,444,136 3,295,177 3,295,177

顧客との契約から生じ
る収益 1,885,174 1,444,136 3,329,310 3,329,310

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 1,885,174 1,444,136 3,329,310 3,329,310

 

当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシング事
業

計

一時点で移転される財 39,005 － 39,005 39,005

一定の期間にわたり移
転される財

2,030,109 1,332,909 3,363,018 3,363,018

顧客との契約から生じ
る収益 2,069,114 1,332,909 3,402,024 3,402,024

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 2,069,114 1,332,909 3,402,024 3,402,024
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

(1）１株当たり中間純利益 35円60銭 44円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 100,188 125,296

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間

純利益（千円）
100,188 125,296

普通株式の期中平均株式数（株） 2,814,529 2,833,324

(2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 35円39銭 43円79銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） 16,595 28,231

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり中間純利益の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　当社は、2026年11月12日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第１６５条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第１５６条の規定に基づき自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議い

たしました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

機動的な資本政策を実施することで、株主の皆様への利益還元および資本効率の向上を実現するため。

 

２．取得の方法

本日（2026年11月12日）の終値(最終特別気配を含む)1,045円で、2026年11月13日午前８時４５分の東京証券取

引所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）において買付けの委託を行います（その他の取引制度や取

引時間への変更は行わない。）。

当該買付注文は当該取引時間限りの注文とします。

 

３．取得の内容

（１）取得する株式の種類　   当社普通株式

（２）取得する株式の総数  　105,000 株(発行済株式数（自己株式を除く）に対する割合3.7％)

（３）取得価額の総額　 　　　109,725,000円

（４）取得結果の公表　　　2026年11月13日午前８時45分の取引時間終後に取得結果を公表します。

（注１）当該株数の変更は行いません。なお、市場動向等により、一部又は全部の取得が行われない

可能性もあります。

（注２）取得予定株式数に対当する売付注文をもって買付けを行います。

 

なお、本自己株式取得にあたっては、株主から合計100,400株の売却意向を確認しております。

 

（ご参考）2026年９月30日時点の自己株式の保有状況

発行済株式総数（自己株式を除く）　2,833,324株

自己株式数　　　　 176,229株
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年11月12日

バーチャレクス・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 麻生　晋市

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバーチャレク

ス・ホールディングス株式会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４

月１日から2026年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間

連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、バーチャレクス・ホールディングス株式会社及び連結子会社の

2026年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、2026年11月12日開催の取締役会において、自己株式の取得に係る事

項について決議している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書にお

いて中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書
提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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